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IV. 平成１５年度実証試験結果について 

■ 実証試験結果報告書について 

実証試験の結果は、実証試験結果報告書として報告されることとなっています。実証試

験結果報告書には、流入水の特性評価と立ち上げから、実証試験の結果、全ての運転及び

維持管理活動、試験期間中に生じた水質実証項目の試験結果等の変化まで、全てが報告さ

れます。 

実証試験結果報告書の原案は実証機関が策定し、技術実証委員会での検討を経たうえで、

実証試験結果報告書として取りまとめられます。実証試験結果報告書は環境省へ提出され、

ワーキンググループにおいて検討されたのち、環境省の承認を得ることとなります。 

 

■ 実証試験結果報告書全体概要の見方 

本レポートには対象技術別に実証試験結果報告書全体概要が掲載されています。ここで

は、実証試験結果報告書全体概要に掲載されている項目とその見方を紹介します。 
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◇１ページ目 

原　理
対象となる機器がどのようにして排水処理を
行うのかを簡単にまとめたもの。

主な対象
処理を行う対象としている排水の種類。

実証試験実施場所の概要
実証試験を行った場所についての概要がま
とめられています。実施された実証試験の前
提条件に関する情報となります。
※「実証試験期間中の排水量」の読み方は、
下段「箱ひげ図の見方」をご覧下さい。

実証対象機器の仕様及び処理能力
対象となる機器の設計上の能力がまとめら
れています。
・名称／型式：カタログ上の名称、型式。
・サイズ、重量：機器本体の大きさ。
・対象物質：処理によって改善される物質。
・日排水量：１日で処理可能な排水の量。
・時間流入量：受け入れ可能な時間当たりの
排水量。
・流入水質：受け入れ可能な排水の水質（目
安）。
・処理水質：処理後の排水の水質（目安）。
・処理方式：排水の処理方法。
・使用薬剤：処理に必要な薬剤の種類と使用
量（目安）。

 

※箱ひげ図の見方
※箱ひげ図の見方
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◇２ページ目 

水質実証項目
水質に関する実証項目について、実証試験
期間中の測定結果を項目別にまとめたもの
です。処理水の水質が、機器の設計条件の
処理水質を満たしているか確認することがで
きます。

除去率
水質に関する実証項目について、流入水の
汚濁負荷量と処理水の汚濁負荷量の差の、
流入水の汚濁負荷量に占める割合を除去率
として求めたものです。数値が大きいほど汚
濁負荷量が減っていることを示しています。
図中の数値は、実証期間中の測定結果から
求めた除去率のうち中央値を示しています。
実際の測定では、除去率は変動しています。

箱ひげ図の解釈
上にある流入水の箱ひげ図では、箱やひげ
が横に長くなっており、データのばらつきが
大きいことを示しています。これにより、様々
な水質の水が流入していることが分かりま
す。それに対して、下にある処理水の箱ひげ
図では、箱やひげがほとんど同じ所に集中し
ており、水質が非常に安定していることが分
かります。
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◇３ページ目 

環境影響項目
水質以外の環境影響に関する実証項目につ
いて、実証試験期間中の測定結果をまとめ
たものです。
・発生汚泥量：実証期間中に処理過程で発
生した汚泥について、定性的・定量的に示し
ています。
・廃棄物発生量：実証期間中に処理過程で
発生した汚泥以外の廃棄物について、定性
的・定量的に示しています。
・騒音：実証期間中の装置の周辺地点にお
ける騒音の発生状況について、定性的・定量
的に示しています。
・におい：実証期間中の装置の周辺地点にお
ける臭気の発生状況について、定性的・定量
的に示しています。

使用資源項目
実証試験期間中の電力や排水処理薬品な
どの使用量をまとめたものです。
・電力使用量：実証期間中に装置が使用した
電力量について示しています。
・排水処理薬品等使用量：実証期間中に装
置が排水処理のために使用した薬品の種類
と使用量について示しています。
・その他消耗品使用量：実証期間中に装置
が排水処理のために使用した薬品以外の消
耗品の種類と使用量について示しています。

運転及び維持管理性能項目
実証試験期間中に発生した、装置の運転・
維持管理のために必要な定期的な作業につ
いて、作業内容や頻度、１回当たりの作業時
間などをまとめたものです。

定性的所見
実証試験期間中に発生した、装置の運転・
維持管理に関する項目のうちこれまで触れ
られていない項目について、定性的にまとめ
たものです。
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◇４ページ目 

参考情報
このページに示された情報は、実証試験に
よって得られた情報ではなく、技術開発者の
責任において申請された内容です。
ここに書かれた情報に関するお問い合わせ
は、直接技術開発者までお願いします。

製品データ
技術開発者より申請された、対象機器に関
する情報が示されています。
・名称／型式：対象機器の名称、型式。
・製造企業名：対象機器の製造者、技術開発
者の名称。
・連絡先：製造企業（技術開発者）の連絡先。
・前処理、後処理の必要性：対象機器による
排水処理の際に、流入水の前処理や処理水
の後処理が別途必要か否か。
・付帯設備：対象機器の導入に際し、本体装
置以外に設備が別途必要か否か。
・実証対象機器寿命：対象機器を標準的に
使用した場合の平均的な寿命。
・コスト概算：対象機器を標準的に使用した
場合の平均的な設置費用、運転費用。

その他メーカーからの情報
製品データ以外に技術開発者より申請され
た、対象機器に関する情報が示されていま
す。

 
 




